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令和 6 年度
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（４）事業の評価

千円

実施計画事業
評価対象年度

活動指標 応募児童数 人

維　持（改　善） 事務事業評価による額事業の方向性

E（廃止）業務自体を無くせるか

24 24

0

R（入替・代替）手順や担当を変えられるか

C（結合）作業をまとめられるか

今後の
実施内容

　八雲町児童との学習交流は、昭和５８年から長く続いている事業であり、これまでも、参加児童の定
員数の変更、民泊から集団宿泊への変更、フェリーから飛行機への変更など、必要な見直しを重ねて
きた。
　また、令和５年度からは、参加する児童や教職員の負担軽減や八雲町交流団が中学生になったこと
から受入事業で小牧市児童の参加が初日の歓迎会のみになったため、学習会開催数の縮小を図って
きた。
【これまでの主な事務改善】
・HPから専用ブログに変更し、現地より情報発信を行い保護者や関係者と情報共有を図った
・児童、保護者向けアンケートのＬｏGｏフォーム切り替え
・しおり、報告書、募集チラシなどを一部データ配信に切り替えたことによる印刷製本費の削減
・航空機チケットの一部LCC（ローコストキャリア）航空席確保などによる経費削減
　今後も、現在の参加児童数を維持していく中で、八雲町と協議の上、必要な見直しを行っていく。

応募児童数は定員を上回り抽選となっていることから達成できている。
また、参加児童保護者からのアンケートでも全員からこどもの成長がみられるとの結果から事業の目
的が達成できている。

事業の目的の
達成状況

及び
指標の

達成状況

No

No

No

事
業
の
実
施
状
況

S（単純化）もっと簡単にできるか Yes

実績 ― ― 57 36

目標 24 24

100 100

実績 ― ― 100 100
指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

成果指標

Ｒ6 Ｒ7

事業を通してこどもが成長したと思う
保護者の割合

%
目標 100 100 100

24

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 753 834 7,069 7,436

人件費（Ｂ） 千円 752 752 3,762 3,762

人件費
0.5正規職員 人 0.1 0.1 0.5

予算額 千円 1,422 3,924 4,514 4,972 4,940

対前年比 ％ ― 8,200.00% 4,032.93% 111.10%

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

1 82 2,587

660

計（Ａ） 1 82 3,307 3,674

3,014

国・県支出金

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他 0 0 720

会計年度任用職員 人

八雲町児童との交流により、お互いのふるさとを学び、共に理解を深め、「心と心を結ぶ永
遠の友情」を育みながら、小牧市の将来的展望に立った次代を担う大人への成長を促す。

事業概要

市内小学校６年生を対象に、夏季は八雲町へ児童を派遣し、秋季は八雲町より生徒を受け
入れ、相互で交流を行う。
事業は小牧市・八雲町児童学習交流委員会へ委託し、引率教諭５名、事務局職員１名、児童２
４名の計３０名で行う。

事業の経緯
・

年度計画

1 目 3 大 10 中1 事業区分 その他（評価対象） 款 10 項

改善
取組内容

参加児童が報告書作成用に提出している原稿を、全てデータ提出に切り替え、紙の削減や職員による入力の負担を減ら
していく。

令和７年度 詳細評価シート
事業番号 B1101-1

事務事業名 八雲町児童交流事業 事業期間 昭和６３年度以前

事
業
の
概
要
・
展
開

小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

11
展開
方向

　S５８年　第１回児童交流事業を開始
　H22年度まで　定員40名（男女　各20名）（八雲20名(男女　各10名))、H23年度～　　定員32名（男女　各16名）（八雲16名(男女　各8名))
　H27年度～　　八雲町と協議のうえ、事業内容を見直した。　定員24名　(八雲児童は16名のまま）に変更。民泊を集団宿泊に変更
　H28年度～　　八雲町で事業内容を見直し、八雲町定員を12名に変更
　H30年度～　　夏季派遣事業について、往路をフェリーから飛行機に変更
　R2年度～４年度　新型コロナウイルス感染症の影響により事業中止
　R7年度　（夏季）７月２８日～３１日（３泊４日）八雲町へ派遣予定、（秋季）１１月２２日～２４日（２泊３日）小牧市で受入予定

～ 令和９年度以降

担当部 教育委員会事務局 担当課・担当係 教育総務課　庶務係

1

事業の目的・効果


